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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３以上のメインスピーカユニットを備え、複数チャンネルの入力信号を再生する音響装
置であって、
　２以上のサブスピーカユニットを備え、
　各前記サブスピーカユニットは、隣り合う２つのメインスピーカユニットの間隙に配さ
れ、
　前記２以上のサブスピーカユニットは、前記隣り合う２つのメインスピーカユニットそ
れぞれに対応する出力信号の低周波数成分を含む信号であって、ローパスフィルタを適用
することによって高周波数成分を減衰させて得られる信号が再生される第１のサブスピー
カユニットを含み、
　前記２つのメインスピーカユニットそれぞれにおいては、ハイパスフィルタを適用する
ことによって前記低周波数成分を減衰させて得られる信号が再生されることを特徴とする
音響装置。
【請求項２】
　前記２以上のサブスピーカユニットは、前記隣り合う２つのメインスピーカユニットの
一方のみに対応する出力信号の低周波数成分が増量された信号が再生される第２のサブス
ピーカユニットを含むことを特徴とする請求項１に記載の音響装置。
【請求項３】
　前記２以上のサブスピーカユニットは、前記第１のサブスピーカユニット及び前記第２
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のサブスピーカユニットにより構成され、
　前記第２のサブスピーカユニットは、１つの前記サブスピーカユニットのみに隣接する
前記メインスピーカユニットに隣接することを特徴とする請求項２に記載の音響装置。
【請求項４】
　前記メインスピーカユニット及び前記サブスピーカユニットは、表示画面の周縁に配さ
れる
ことを特徴とする請求項１から３までの何れか１項に記載の音響装置。
【請求項５】
　前記複数チャンネルに、低音効果に対応するチャンネルが含まれ、
　前記低音効果に対応するチャンネルが、少なくとも１つのサブスピーカユニットで再生
されることを特徴とする請求項１から４までの何れか１項に記載の音響装置。
【請求項６】
　前記２つのメインスピーカユニットそれぞれに対応する出力信号は、受聴者の前方音源
に対応するチャンネルの入力信号を用いて生成されていることを特徴とする請求項５記載
の音響装置。
【請求項７】
　前記２つのメインスピーカユニットそれぞれに対応する出力信号は、受聴者の非前方音
源に対応するチャンネルの入力信号にさらに基づいて生成されていることを特徴とする請
求項６記載の音響装置。
【請求項８】
　前記２つのメインスピーカユニットは、前記出力信号に基づいて、定位感を有する非前
方音を再生することを特徴とする請求項７記載の音響装置。
【請求項９】
　前記複数チャンネルは、三次元マルチチャンネル音響方式に則ったものであることを特
徴とする請求項１から４までの何れか１項に記載の音響装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音響装置、特に多チャンネル音響の再生機能を有する音響装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、多チャンネルで音声を記録し、視聴者の周囲を取り囲むように配置したスピーカ
から音響を再生することにより高い臨場感を得るような音響装置が一般化している。放送
や光ディスク等の記録メディア、ネットワーク等を経由して、５．１ｃｈや７．１ｃｈの
音声を配信するサービスが行われている。これらは、視聴者の周囲を５個や７個のスピー
カで取り囲み、後ろなどからも音響再生を行うものである。さらに、上方や下方にもスピ
ーカを設置し、上方や下方からも音響再生を行う、三次元マルチチャンネル音響方式も提
案されている。
【０００３】
　三次元マルチチャンネル音響方式（以下、２２．２ｃｈと略記）は、図１０（ａ）～（
ｄ）および図１１に示すように、トップ層９点、ミドル層１０点、ボトム層３点、低音２
点の音響チャンネルからなる方式で、非特許文献１のARIB STD-B59規格（以下、ARIB規格
）に規定されている。２２．２ｃｈでは、図１０・図１１に示す、トップ層３点、ミドル
層５点、ボトム層３点の、合計１１点の音響チャンネルが視聴者の前方にて再生され、特
に前方に画像を表示したとき、映像と音像の一致をさせた表現が可能となり、没入感を高
めることができる。
【０００４】
　しかしながら、前方に画像を表示する際、ミドル層に含まれる３つの音響チャンネルＦ
Ｌｃ・ＦＣ・ＦＲｃと表示装置の位置関係が問題となる。音響透過型のスクリーンに映像
を表示し、スクリーンの背面にこれら３つの音響チャンネルＦＬｃ・ＦＣ・ＦＲｃを再生
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するスピーカユニットを設置する場合は、ARIB規格を満たした音像提示が可能であるが、
例えば一般的な液晶ディスプレイは音響透過型ではないため、その背面にスピーカを配置
することができず、３つの音響チャンネルＦＬｃ・ＦＣ・ＦＲｃを再生するスピーカを適
切な位置に配することができない。
【０００５】
　これを解決するため、図１２に示すように、液晶ディスプレイＬＣＤの周囲を取り囲む
ように１２個のスピーカユニットを配し、ミドル層に含まれる３つの音響チャンネルＦＬ
ｃ・ＦＣ・ＦＲｃを、画面上方および下方に設置したスピーカユニット両方から再生する
ことにより、画面上から音響再生が行われているように知覚させる技術が提案されている
（特許文献１および非特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８-１０９２０９（２００８年５月８日公開）
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】一般社団法人　電波産業会　標準規格　ARIB　STD-B59　三次元マルチ
チャンネル音響方式スタジオ規格標準規格
【非特許文献２】12-Loudspeaker System for Three-Dimensional Sound Integrated wit
h Flat-Panel Display Satoshi Oode, Kentaro Matsui, Satoshi Ooishi,Takehiro Sugim
oto, and Yasushige Nakayama, Japan Broadcasting Corporation (NHK) … NAB Broadca
st Engineering Conference Proceedings 2014… 184-189
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　図１２の手法によれば、１２個のスピーカユニットを用いて前方に配置されたミドル層
の音像も再生することができ、受聴者の高さの制約を満たせば前方に関しては１１個の音
源位置すべてを再現することができる。さらにバーチャルサラウンドの手法を併用すれば
、特定の受聴領域で２２．２ｃｈの音響再生が可能となる。
【０００９】
　しかしながら、これら１２個のスピーカユニットをテレビ周辺に取り付ける場合、重量
やデザイン等によりスピーカユニットの設置に制約が生じる。重量やデザインの制約から
、小口径で軽量のスピーカユニットを選ばざるを得ないが、小口径のスピーカユニットは
一般的に発生できる音圧が大口径のものより劣り、かつ低音再生能力に劣る傾向にあるの
で、音圧、再生帯域ともに不十分となる。
【００１０】
　さらに前述のバーチャルサラウンドの手法を併用する場合には、再生時に歪が少ないこ
とが求められるが、スピーカユニットを大振幅動作させると歪が増加するため、再生音圧
を低減させる必要があり、結果的に十分な音圧で再生することができない。
【００１１】
　小口径のスピーカユニットでも再生帯域を低周波に限定すれば低音再生能力を確保する
ことができるゆえ、これら１２個のスピーカユニットを２ウェイ構成等マルチウェイ方式
にして、帯域別に専用のスピーカユニットを設けることにより、小口径のスピーカユニッ
トを用いても再生帯域を拡大することができる。しかし、使用するスピーカユニットが増
加するうえ、マルチウェイを構成するスピーカユニットごとに音像が分散するという問題
が生じる。
【００１２】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、小型で軽量のスピーカユ
ニットを用いても必要な音圧と再生帯域を確保しうる音響装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【００１３】
　表示画面の外側に並ぶ３以上のメインスピーカユニットを備え、複数チャンネルの入力
信号を再生する音響装置であって、２以上のサブスピーカユニットを備え、各サブスピー
カユニットは、隣り合う２つのメインスピーカユニットの間隙に配され、各サブスピーカ
ユニットでは、隣り合う２つのメインスピーカユニットそれぞれに対応する出力信号の閾
値未満の周波数成分から得られる信号が再生されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の一態様に係る音響装置では、隣り合う２つのメインスピーカユニットの間隙に
、これら２つのメインスピーカユニットそれぞれに対応する出力信号の閾値未満の周波数
成分から得られる信号を再生するサブスピーカユニットが設けられているため、メインス
ピーカユニットに小型軽量のスピーカユニットを用いても必要な音圧・再生帯域を確保し
、かつ音像を意図した位置に定位させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施形態１の音響装置の構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態１のスピーカ部の構成を示す正面図である。
【図３】実施形態１の音響装置の出力チャンネルと、２２．２ｃｈの音響チャンネルとの
関係を示す表である。
【図４】（ａ）（ｂ）は、各出力チャンネルのフィルタ方式を示す表である。
【図５】実施形態２の音響装置の構成を示すブロック図である。
【図６】実施形態２のスピーカ部の構成を示す正面図である。
【図７】実施形態２のスピーカ部の別構成を示す正面図である。
【図８】実施形態２のフィルタ構成を示す模式図である。
【図９】実施形態２の音響装置の出力チャンネルと、２２．２ｃｈの音響チャンネルとの
関係を示す表である。
【図１０】（ａ）～（ｄ）は、２２．２ｃｈの音源（音響チャンネル）の配置を示す模式
図である。
【図１１】２２．２ｃｈの音響チャンネル名およびそのラベルを示す表である。
【図１２】非特許文献２に開示された、２２．２ｃｈの再生手法を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の実施形態について、図１～図１２に基づいて説明すれば以下のとおりである。
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態について、詳細に説明する。ただし、この実施形態に記載さ
れている構成は、特定的な記載がない限り、この発明の範囲をそれのみに限定する趣旨で
はなく、単なる説明例に過ぎない。なお、下記の説明において、「音声」とは、音響製品
で取り扱われる音声全般であり、人の声および背景音、楽音を含む。
【００１８】
　〔実施形態１〕
　（音響装置の構成）
　図１（ａ）（ｂ）は、実施形態１に係る音響装置の構成を示すブロック図である。図１
（ａ）に示すように、音響装置２０は、入力部２１と、信号処理部２２と、増幅部２３と
、スピーカ部２５と、入力部２１並びに信号処理部２２および増幅部２３を制御する制御
部２８とを備えており、外部装置７０からの入力信号に信号処理等を施して得られる出力
信号を再生することで音声出力を行う。なお、図１（ｂ）に示すように、信号処理部２２
は、音量調整部３１、バーチャルサラウンド処理部３２、ミックス部３３、およびフィル
タ部３４を含む。
【００１９】
　図２に示すように、スピーカ部２５は、長方形の表示画面６０の周囲を取り囲む、１２
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個のフルレンジスピーカユニット（メインスピーカユニット）ＳＦ１～ＳＦ１２および１
２個の低音スピーカユニット（サブスピーカユニット）ＳＬ１～ＳＬ１２を備える。なお
、フルレンジスピーカユニットは１つのスピーカユニットで低音から高音までの再生を行
えるように構成されたものであり、低音スピーカユニットは低音を好適に再生できるよう
に構成されたものであって、例えば、低音スピーカユニットの口径は、フルレンジスピー
カユニットの口径よりも大きく設計されていたり、低音スピーカユニットの振動板重量が
、フルレンジスピーカユニットの振動板重量よりも大きく設計され、結果的にスピーカユ
ニットの最低共振周波数（Ｆ０）が低く設計されていたりするものとする。また、低音ス
ピーカユニットは必ずしも前向きに振動板が設置されている必要はなく、例えば背面向き
に振動板を設置し、ダクト等を前向きに設置するような構成でも良い。この場合、低音ス
ピーカユニットとしてより口径の大きなものを用いても、スピーカ部分の前向きの見かけ
上の面積を削減することができる。
【００２０】
　図２では、表示画面６０の４隅に対応するよう、右回りに、スピーカユニットＳＦ１、
ＳＦ８、ＳＦ１２、およびＳＦ５が配される。また、スピーカユニットＳＦ１およびＳＦ
５の間隙であり、表示画面６０の２長辺の一方の外側となる領域には、スピーカユニット
ＳＦ１側から順に、スピーカユニットＳＦ２、ＳＦ３、およびＳＦ４が配され、スピーカ
ユニットＳＦ８およびＳＦ１２の間隙であり、表示画面６０の２長辺の他方の外側となる
領域には、スピーカユニットＳＦ８側から順に、スピーカユニットＳＦ９、ＳＦ１０、お
よびＳＦ１１が配され、また、スピーカユニットＳＦ１およびＳＦ８の間隙であり、表示
画面６０の２短辺の一方の外側となる領域に、スピーカユニットＳＦ６が配され、スピー
カユニットＳＦ５およびＳＦ８の間隙であり、表示画面６０の２短辺の他方の外側となる
領域に、スピーカユニットＳＦ７が配される。さらに、隣り合う２つのフルレンジスピー
カユニットの間に１つの低音スピーカユニットが配される。
【００２１】
　以上により、表示画面６０の周囲には、右回りに、スピーカユニットＳＦ１（コーナ）
、ＳＬ１、ＳＦ２、ＳＬ２、ＳＦ３、ＳＬ３、ＳＦ４、ＳＬ４、ＳＦ５（コーナ）、ＳＬ
６、ＳＦ７、ＳＬ８、ＳＦ１２（コーナ）、ＳＬ１２、ＳＦ１１、ＳＬ１１、ＳＦ１０、
ＳＬ１０、ＳＦ９、ＳＬ９、ＳＦ８（コーナ）、ＳＬ７、ＳＦ６、ＳＬ５が配される。な
お、低音スピーカユニットは隣り合うフルレンジスピーカユニットの中間に配置されてい
るとよいが、フルレンジスピーカユニットから等距離の位置に２個の低音スピーカユニッ
トが配置されていればよく、低音スピーカユニットを必ずしも隣り合うフルレンジスピー
カユニットの中間に配置する必要はない。
【００２２】
　図１に戻って、入力部２１は、外部装置７０から有線または無線により入力信号を受け
付け、信号処理部２２に出力する。入力信号は、非特許文献１のARIB STD-B59規格に規定
された三次元マルチチャンネル音響方式（以下、２２．２ｃｈと略記）フォーマットの２
４チャンネル（図１０・図１１参照）のデジタル信号であり、受聴者の頭部よりも上層（
トップ層）にあって、頭部から等距離の９音源に対応する９チャンネルと、受聴者の頭部
と同レイヤ（ミドル層）にあって、頭部から等距離の１０音源に対応する１０チャンネル
と、受聴者の頭部よりも下層（ボトム層）にあって、頭部から等距離の３音源に対応する
３チャンネルと、低音効果に対応する２チャンネルとからなる。
【００２３】
　２２．２ｃｈのトップ層にかかる９チャンネルは、受聴者の左斜め前上方、正面上方、
右斜め前上方およびそれぞれの音源に対応するＴｐＦＬ、ＴｐＦＣ、ＴｐＦＲの３チャン
ネルと、受聴者の左上方および右上方それぞれの音源に対応するＴｐＳｉＬ、ＴｐＳｉＲ
の２チャンネルと、受聴者の左斜め後ろ上方、背面上方、および右斜め後ろ上方それぞれ
の音源に対応するＴｐＢＬ、ＴｐＢＣ、ＴｐＢＲの３チャンネルと、受聴者の直上の音源
に対応するＴｐＣの１チャンネルとで構成される。
【００２４】
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　２２．２ｃｈのミドル層にかかる１０チャンネルは、受聴者の左斜め前、左斜め前正面
寄り、正面、右斜め前正面寄り、および右斜め前それぞれの音源に対応するＦＬ、ＦＬｃ
、ＦＣ、ＦＲｃ、ＦＲの５チャンネルと、受聴者の左横および右横それぞれの音源に対応
するＳｉＬ、ＳｉＲの２チャンネルと、受聴者の左斜め後ろ、背面、および右斜め後ろそ
れぞれの音源に対応するＢＬ、ＢＣ、ＢＲの３チャンネルとで構成される。
【００２５】
　２２．２ｃｈのボトム層にかかる３チャンネルは、受聴者の左斜め前下方、正面下方、
および右斜め前下方それぞれの音源に対応するＢｔＦＬ、ＢｔＦＣ、ＢｔＦＲで構成され
る。
【００２６】
　また低音効果に対応する２チャンネルは、音源位置を特定しない、ＬＦＥ－１，ＬＦＥ
－２で構成される。
【００２７】
　２２．２ｃｈフォーマットの入力信号は、ＨＤＭＩ（登録商標）ケーブルによれば１本
で、アナログピンコネクタケーブルによれば２４本で伝送できるが、信号伝送の形態は特
に問わない。ＨＤＭＩケーブルを用いる場合は映像信号と音声信号とが重畳されるが、音
響装置２０では音声信号のみ抽出して用い、映像信号は別途表示装置に接続するものとす
る。表示装置からＨＤＭＩを経由して音声信号のみ受信する構成でも構わない。
【００２８】
　信号処理部２２は、入力部２１で受け付けた入力信号（２２．２ｃｈフォーマットのデ
ジタル信号）を処理し、増幅部２３に出力する。具体的には、音量調整部３１が入力信号
をレベル調整し、前方音源に対応する１１チャンネル（図１０に示される、ＴｐＦＬ，Ｔ
ｐＦＣ，ＴｐＦＲ，ＦＬ，ＦＬｃ，ＦＣ，ＦＲｃ，ＦＲ，ＢｔＦＬ，ＢｔＦＣ，ＢｔＦＲ
）の前方信号および低音効果に対応する２チャンネル（ＬＦＥ－１，ＬＦＥ－２）の低音
信号（所定周波数未満の低周波信号）と、周囲音源（非前方音源）に対応する１１チャン
ネル（ＢＬ，ＢＲ，ＢＣ，ＳｉＬ，ＳｉＲ，ＴｐＣ，ＴｐＢＬ，ＴｐＢＲ，ＴｐＳｉＬ，
ＴｐＳｉＲ，ＴｐＢＣ）の周囲信号とに分離し、１１チャンネルの前方信号をミックス部
３３に出力し、１１チャンネルの周囲信号をバーチャルサラウンド処理部３２に出力する
。
【００２９】
　バーチャルサラウンド処理部３２は、１１チャンネルの周囲信号に対して、特定の受聴
位置に対して実在しないスピーカユニットから発せられているように知覚させるバーチャ
ルサラウンド処理を施し、ミックス部３３に出力する。
【００３０】
　ミックス部３３は、１１チャンネルの前方信号および２チャンネルの低音信号を、スピ
ーカ部２５のスピーカユニット配列（図２参照）に応じてミックスし、さらにバーチャル
サラウンド処理が施された１１チャンネルの周囲信号を加算することで、スピーカユニッ
ト配列（図２のフルレンジスピーカユニットＳＦ１～ＳＦ１２および低音スピーカユニッ
トＳＬ１～ＳＬ１２）に応じた２４チャンネル（Ｆ１～Ｆ１２およびＬ１～Ｌ１２）の出
力信号とし、これをフィルタ部３４に出力する。
【００３１】
　フィルタ部３４は、出力信号に対して、対応するスピーカユニットに合わせたフィルタ
処理を施し、増幅部２３に出力する。具体的には、各スピーカユニットに対し、想定され
た周波数帯域のみ通過するように帯域制限を行う。さらに総合的な周波数特性を調整する
よう、各スピーカユニットの再生周波数特性を補正するような処理を行ってもよい。
【００３２】
　増幅部２３は、フィルタ部３４でフィルタ処理が施された出力信号を、スピーカユニッ
トの駆動信号に増幅し、スピーカ部２５に出力する。
【００３３】
　スピーカ部２５では、増幅部２３からの駆動信号によって図２の２４個のスピーカユニ
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ット（フルレンジスピーカユニットＳＦ１～ＳＦ１２および低音スピーカユニットＳＬ１
～ＳＬ１２）が駆動され、音声出力（再生）が行われる。
【００３４】
　制御部２９は、リモートコントローラ８０に対する受聴者の入力を、リモートコントロ
ーラ８０からの信号によって受け付け、入力部２１並びに信号処理部２２および増幅部２
３の少なくとも１つに制御信号を出力する。受聴者の指示とは、電源のＯＮ／ＯＦＦ、入
力切り替え、音量調整、音質切り替え、バーチャルサラウンド処理のＯＮ／ＯＦＦ等であ
る。
【００３５】
　（音響装置の動作）
　以下に、音響装置の動作を説明する。
【００３６】
　受聴者がリモートコントローラ８０に電源ＯＮの入力を行うと、制御部２８はリモート
コントローラ８０からの信号を受信し、音響装置２０の起動処理を行う。起動処理は、各
部に通電し、動作可能状態となったところで増幅部２３のミュートを解除し、実際に放音
可能状態とする処理である。
【００３７】
　起動処理が完了すると、入力部２１は、接続された外部装置７０からの入力信号を受け
付ける。入力部２１は、複数の入力信号の受け付けが可能であるが、制御部２８からの信
号に応じた入力信号（受聴者の選択したもの）を受け付ける。
【００３８】
　入力部２１はさまざまな信号フォーマットに対応可能であるが、ここで受け付ける入力
信号は、ＨＤＭＩ２．０を用いた２２．２ｃｈフォーマットの音声信号とする。
【００３９】
　入力部２１ではそれら音声信号を統一されたデジタル信号にして信号処理部２２に出力
する。ここで、統一されたデジタル信号とは、例えば標本化周波数を４８ｋＨｚと規定し
、それ以外の入力信号を受け付けた場合は標本化周波数を４８ｋＨｚに変換する処理など
を含む。なお、アナログ信号を受け付けた場合もＡＤ変換により同様のフォーマットに変
換する。
【００４０】
　信号処理部２２では、まず、音量調整部３１にて入力信号の音量調整を行う。音量処理
部３１は、入力信号と、制御部２８で設定された設定音量に対応する係数をかけ合わせ、
受聴者の設定音量を反映させる。音量調整部３１でレベル調整された入力信号は、前述の
とおり、前方に位置する１１個の音源に対応する１１チャンネルの前方信号および低音効
果に対応する２チャンネルの低音信号と、周囲に位置する１１個の音源に対応する１１チ
ャンネルの周囲信号とに分離し、１１チャンネルの前方信号をミックス部３３に出力し、
１１チャンネルの周囲信号をバーチャルサラウンド処理部３２に出力する。
【００４１】
　バーチャルサラウンド処理部３２では、周囲信号に対し、定位処理およびクロストーク
フィルタ処理を行う。
【００４２】
　定位処理では、受聴者位置から見た周囲１１個の音源の、それぞれの位置に対応する信
号に、受聴者位置から見た音源位置に対応する頭部伝達関数（ＨＲＴＦ）を畳み込み、左
右の耳道への入力に対応する２チャンネルの信号にまとめる。
【００４３】
　ＨＲＴＦとは、ある位置から受聴者の耳道に入力されるまでの空間の特性であり、人間
の頭部や肩、耳介などの形状により影響を受けた信号を反映させたものである。ＨＲＴＦ
の畳み込みにより、ある位置から耳道に入力されるまでの空間を通ったのと同様な特性を
もたせることができるため、受聴者の耳道にて再生することにより受聴者はあたかもある
位置から発せられた音であるかのように知覚する。
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【００４４】
　ここで、ある位置から発せられた音声は、空間を経由し受聴者の両耳に入るが、ある位
置とは別の位置から発せられた音声は、ある位置から発せられた音声とは異なる特性で受
聴者の両耳に入るため、これら２つの位置から発せられた音声を組み合わせれば、おおよ
そ受聴者の片耳にのみ入る音声をそれぞれ生じさせることができる。これらの処理をここ
ではクロストークフィルタ処理と呼ぶ。
【００４５】
　そこで、左右の耳道への入力に対応する２チャンネルの信号に対し、実際にバーチャル
サラウンド再生に用いられるスピーカユニット数に応じてクロストークフィルタ処理を行
う。これにより、特定の位置にいる受聴者の耳元でＨＲＴＦ処理された音声を再生するの
と同様な効果を得て、周囲１１個の音源が、あたかもそれぞれ対応する位置にスピーカユ
ニットが実在するかのごとく受聴者に知覚させることができるようになる。
【００４６】
　ミックス部３３は、１１チャンネルの前方信号および２チャンネルの低音信号を、スピ
ーカ部２５のスピーカユニット配列（図２参照）に応じてミックスし、さらにバーチャル
サラウンド処理が施された１１チャンネルの周囲信号を加算することで、スピーカユニッ
ト配列（図２のフルレンジスピーカユニットＳＦ１～ＳＦ１２および低音スピーカユニッ
トＳＬ１～ＳＬ１２）に応じた２４チャンネル（Ｆ１～Ｆ１２およびＬ１～Ｌ１２）の出
力信号とし、これをフィルタ部３４に出力する。
【００４７】
　２４チャンネルの出力信号（デジタル信号）は、フィルタ部３４にてフィルタ処理が施
され、さらに増幅部２３にてスピーカユニットの駆動信号に増幅され、スピーカ部２５に
入力される。スピーカ部２５にはアナログ信号を入力する必要があるため、増幅部２３は
、ＤＡ変換後に増幅を行う。なお、受け付けたデジタル信号に内部処理を施し、スイッチ
ング動作によって増幅されたアナログ信号を生成するような構成でもよい。
【００４８】
　以下に、スピーカ部２５について説明する。
【００４９】
　スピーカ部２５では、図２に示すように、フルレンジスピーカユニットＳＦ１～ＳＦ１
２を表示画面６０の周囲に配置している。すなわち、図１０の前方１１個のチャンネルに
ついて、８個のチャンネル（ＴｐＦＬ，ＴｐＦＣ，ＴｐＦＲ，ＦＬ，ＦＲ，ＢｔＦＬ，Ｂ
ｔＦＣ，ＢｔＦＲ）は、それぞれ対応する位置の実スピーカユニット（ＳＦ１，ＳＦ３，
ＳＦ５，ＳＦ６，ＳＦ７，ＳＦ８，ＳＦ１０，ＳＦ１２）から再生し、実スピーカユニッ
トが対応付けられない３個のチャンネル（ＦＬｃ，ＦＣ，ＦＲｃ）については、それぞれ
上下の位置にある実スピーカユニット（例えば、ＦＬｃについてはスピーカユニットＳＦ
２およびＳＦ９）から同じ音圧で再生することにより、上下の実スピーカユニットから等
距離の位置で聞くと上下のスピーカユニットを結ぶ直線の中点から音がしているように感
じさせることができ、ＦＬｃ，Ｆｃ，ＦＲｃに関しても画面上の対応位置から音が出てい
るように感じられる。
【００５０】
　フルレンジスピーカユニットは、可聴帯域すべてを１個のスピーカユニットで再生する
ことを目指して設計されているものの、現実的には高域と低域とがトレードオフ関係にあ
り、一般的に高域特性を充実されると低域特性が劣り、低域特性を充実させると高域特性
が劣る傾向にある。また一般的に、スピーカユニットは口径を大きくすると低音再生に有
利になるが高音再生に不利になり、口径を小さくするとその逆になる傾向がある。口径が
大きいほど大量の空気を動かすことに有利になるゆえ、口径が大きいほど発生させる音圧
が高くなる傾向もある。
【００５１】
　テレビやその周辺機器として製品を考えるとき、デザインや重量の制約から小口径のス
ピーカユニットを選択せざるを得ないのが一般的である。図１２の各スピーカユニット（
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ＵｐｐｅｒＬ等）においても、製品として許容される幅の制約から小口径のスピーカユニ
ットを使わざるを得ず、これをフルレンジスピーカユニットとすると、低域特性が不利に
なる。また、高い音圧を発生させようとすると、振動板を大きく変位させることとなり、
歪の発生につながる。特に、低音を高い音圧で発生させようとすると振動板の変位が大き
くなり、振動板に許容される変位幅を超え、大きな歪を発生させたり、スピーカユニット
を破損したりする。
【００５２】
　そこで、音響装置２０では、フルレンジスピーカユニットを用いても振動板の変位が大
きくならないよう、フルレンジスピーカユニットに印加する駆動信号にフィルタをかけ、
一定の周波数以下を減衰させたうえで、別途低音スピーカユニットを配置し、低音再生を
補助する。このために、スピーカ部２５においては、隣り合う２つのフルレンジスピーカ
ユニットの中間に低音スピーカユニットを配置している。
【００５３】
　フルレンジスピーカユニットＳＦ１～ＳＦ１２に印加する駆動信号には、閾値（例えば
、１００Ｈｚ～４００Ｈｚの値）以下の信号を減衰させるようなフィルタをかける。こう
すれば、フルレンジスピーカユニットＳＦ１～ＳＦ１２の振動板の変位を小さくして歪み
を抑えることができ、さらに、フルレンジスピーカユニットから発生させる音声に関して
は、その音像をフルレンジスピーカユニットに定位させることができる。
【００５４】
　フルレンジスピーカユニットの駆動信号から減衰された、閾値（例えば、１００Ｈｚ～
４００Ｈｚの値）以下の信号は、低音スピーカユニットから再生することにより音圧を補
助する。具体的には、フルレンジスピーカユニットに隣接する２個の低音スピーカユニッ
トに対し、フルレンジスピーカユニットに割り当てられた信号に、閾値（例えば、１００
Ｈｚ～４００Ｈｚの値）以上の信号を減衰させるフィルタをかけ、印加する。このように
することにより、フルレンジスピーカユニットの駆動信号で減衰された低音を補うことが
できる。また、フルレンジスピーカユニットに隣接する２個の低音スピーカユニットが、
フルレンジスピーカユニットを挟む形で直線上に等距離で並んでいる場合、２個の低音ス
ピーカユニットから同じ音圧で再生された音は、フルレンジスピーカユニット上に定位す
るので、結果的に広い帯域で音像をフルレンジスピーカユニット上に定位させた良好な音
響再生が可能となる。
【００５５】
　これらの処理を、すべてのフルレンジスピーカユニットＳＦ１～ＳＦ１２に適用する。
この際、四隅にあるフルレンジスピーカユニット（ＳＦ１，ＳＦ５，ＳＦ８，ＳＦ１２）
に対しては、直線上に配置された低音スピーカユニットがないが、それぞれのフルレンジ
スピーカユニット近傍に低音スピーカユニットがあるので、四隅にあるフルレンジスピー
カユニットに関する大幅な定位の劣化は感じられない。
【００５６】
　低音スピーカユニットの配置を、それぞれのフルレンジスピーカユニットから等距離に
配置することを保ったうえで、四隅にあるフルレンジスピーカユニットに近づけることに
より、音像定位の問題を改善することができる。
【００５７】
　ここでは、フルレンジスピーカユニットおよび低音スピーカユニットの減衰周波数を概
ね１００Ｈｚ～４００Ｈｚとしたが、これらは必ずしも一致する必要はない。具体的には
、スピーカユニットＳＦ３の駆動信号には１５０Ｈｚのハイパスフィルタをかけ、スピー
カユニットＳＬ２およびＳＬ３には、スピーカユニットＳＦ３の駆動信号に２００Ｈｚの
ローパスフィルタをかけたものを加えてもよい。こうすれば、再生周波数帯域の重複する
スピーカユニットＳＦ３、ＳＬ２およびＳＬ３が同時に再生されることになり、低域の再
生性能を改善することができる。これらフィルタの次数は高くする必要はなく、６ｄｂ／
ｏｃｔ程度でもよい。それぞれの低音スピーカユニットには、それぞれ別の隣接するフル
レンジスピーカユニットからの信号を加算して再生する。
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【００５８】
　なお、一般的な２Ｗａｙスピーカユニットは、同様に再生帯域を２つのスピーカユニッ
トに分割して再生するが、低音再生に有利な低音スピーカユニットに、高音のみ再生する
高音用スピーカユニットを加え、その分担の境界は１ｋＨｚ～８ｋＨｚ程度であることが
多い。このようなマルチウェイスピーカユニットを用いると、帯域ごとに対応するスピー
カユニットに音像が移動してしまう。
【００５９】
　実施形態１では、図２に示す、スピーカ部２５のスピーカユニット配置（ＳＦ１～ＳＦ
１２、ＳＬ１～ＳＬ１２）および駆動仕様に合わせ、信号処理部２２内のミックス部３３
の係数およびフィルタ部３４の設定を決定する。ミックス部３３の係数の一例を図３に、
フィルタ部３４の設定の例を図４に示す。
【００６０】
　なお、図２のフルレンジスピーカユニットＳＦ１～ＳＦ１２それぞれに対する出力信号
のチャンネル（出力チャンネル）をＦ１～Ｆ１２とし、図２の低音スピーカユニットＳＬ
１～ＳＬ１２それぞれに対する出力信号のチャンネル（出力チャンネル）をＬ１～Ｌ１２
とし、入力信号は、図１０・１１に示す２４個の音響チャンネルとする。
【００６１】
　図３に示すように、出力チャンネルＦ１では音響チャンネルＴｐＦＬを用い、出力チャ
ンネルＦ２では音響チャンネルＦＬｃを用い、出力チャンネルＦ３では音響チャンネルＦ
ＣおよびＴｐＦＣを用い、出力チャンネルＦ４では音響チャンネルＦＲｃを用い、出力チ
ャンネルＦ５では音響チャンネルＴｐＦＲを用い、出力チャンネルＦ６では音響チャンネ
ルＦＬを用い、出力チャンネルＦ７では音響チャンネルＦＲを用い、出力チャンネルＦ８
では音響チャンネルＢｔＦＬを用い、出力チャンネルＦ９では音響チャンネルＦＬｃを用
い、出力チャンネルＦ１０では音響チャンネルＦＣおよびＢｔＦＣを用い、出力チャンネ
ルＦ１１では音響チャンネルＦＲｃを用い、出力チャンネルＦ１２では音響チャンネルＢ
ｔＦＲを用いる。
【００６２】
　また、出力チャンネルＬ１では音響チャンネルＬＦＥ－１、ＦＬｃ、およびＴｐＦＬを
用い、出力チャンネルＬ２では音響チャンネルＦＣ、ＬＦＥ－１、ＦＬｃおよびＴｐＦＣ
を用い、出力チャンネルＬ３では音響チャンネルＦＣ、ＦＲｃ、ＬＦＥ－２およびＴｐＦ
Ｃを用い、出力チャンネルＬ４では音響チャンネルＦＲｃ、ＬＦＥ－２、およびＴｐＦＲ
を用い、出力チャンネルＬ４では音響チャンネルＦＲｃ、ＬＦＥ－２、およびＴｐＦＲを
用い、出力チャンネルＬ５では音響チャンネルＦＬ、ＬＦＥ－１、およびＴｐＦＬを用い
、出力チャンネルＬ６では音響チャンネルＦＲ、ＬＦＥ－２、およびＴｐＦＲを用い、出
力チャンネルＬ７では音響チャンネルＦＬ、ＬＦＥ－１、およびＢｔＦＬを用い、出力チ
ャンネルＬ８では音響チャンネルＦＲ、ＬＦＥ－２、およびＢｔＦＲを用い、出力チャン
ネルＬ９では音響チャンネルＬＦＥ－１、ＦＬｃ、およびＢｔＦＬを用い、出力チャンネ
ルＬ１０では音響チャンネルＦＣ、ＬＦＥ－１、ＦＬｃ、およびＢｔＦＣを用い、出力チ
ャンネルＬ１１では音響チャンネルＦＣ，ＦＲｃ、ＬＦＥ－２、およびＢｔＦＣを用い、
出力チャンネルＬ１２では音響チャンネルＦＲｃ、ＬＦＥ－２、およびＢｔＦＲを用いる
。
【００６３】
　ここでは、図４（ａ）（ｂ）に示すように、出力チャンネルＦ１～Ｆ１２には、カット
オフ周波数１５０Ｈｚ、フィルタ特性１２ｄｂ／ｏｃｔのＨＰＦ（ハイパスフィルタ）を
かけ、出力チャンネルＬ１～Ｌ１２には、カットオフ周波数１２０Ｈｚ（閾値）、フィル
タ特性６ｄｂ／ｏｃｔのＬＰＦ（ローパスフィルタ）をかけている。
【００６４】
　こうすれば、音像定位性能を保ったままで、フルレンジスピーカユニットのみを用いて
スピーカ部を構成した時よりも高い音圧を良好な周波数帯域で発生させることができる音
響装置を実現できる。また、フルレンジスピーカユニットのみで構成されたものと同じ音
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圧を発生させた場合、歪を低く抑えることができるので、バーチャルサラウンド技術等を
併用した場合、より良好に効果を実現することができる。バーチャルサラウンド処理され
た信号はフルレンジスピーカユニットのみに供給されると前述の歪を低く抑える効果を良
好に発揮できるが、低音スピーカユニットにも供給した場合、低音スピーカユニットの振
る舞いが変わる。しかし、バーチャルサラウンド技術で低音を意図したように定位させる
のは困難であるのでさほど影響はない。
【００６５】
　スピーカ部２５のスピーカユニットと増幅部２３のアンプとを１対１で対応させる構成
にすれば、スピーカユニットに合わせて最適化されたアンプを用いることができる。一般
的に低音スピーカユニットは耐入力が大きく、駆動電力も大きなものが要求されるので、
低音スピーカユニットに対しては強力なアンプを設け、フルレンジスピーカユニットに対
しては標準的なアンプを設けることによってコストを抑えることができる。
【００６６】
　また、図３では、低音信号に対応する２チャンネル（ＬＦＥ－１，ＬＦＥ－２）が出力
チャンネルに加算され、実際のスピーカユニット配列に合わせてＬＦＥ-１およびＬＦＥ-
２の音像が定義されているため、低音信号のうち比較的周波数が高く、定位に影響がある
帯域の信号を良好に再生することができる。その結果、ＬＦＥ-１およびＬＦＥ-２の低音
信号を含めて映像と音像の一致を測ることができるので、より没入感の高い映像・音響の
提示が可能となる。
【００６７】
　〔実施形態２〕
　図５（ａ）（ｂ）は、実施形態２に係る音響装置の構成を示すブロック図である。図５
（ａ）に示すように、音響装置４０は、入力部４１と、信号処理部４２と、増幅部４３と
、フィルタ部４４と、スピーカ部４５と、入力部４１並びに信号処理部４２および増幅部
４３を制御する制御部４８とを備えており、外部装置７０からの入力信号に信号処理等を
施して得られる出力信号を再生することで音声出力を行う。なお、図５（ｂ）に示すよう
に、信号処理部４２は、音量調整部５１、バーチャルサラウンド処理部５２、およびミッ
クス部５３を含む。
【００６８】
　図６に示すように、スピーカ部４５は、長方形の表示画面６０の上下に配された、１０
個のフルレンジスピーカユニットＳＦ１０１～ＳＦ１１０および８個の低音スピーカユニ
ットＳＬ１０１～ＳＬ１０８からなる。具体的には、表示画面６０の４隅に対応するよう
、右回りに、スピーカユニットＳＦ１０１、ＳＦ１０５、ＳＦ１１０、およびＳＦ１０６
が配される。また、スピーカユニットＳＦ１０１およびＳＦ１０５の間隙であり、表示画
面６０の２長辺の一方の外側となる領域には、スピーカユニットＳＦ１０１側から順に、
スピーカユニットＳＦ１０２、ＳＦ１０３、およびＳＦ４が配され、スピーカユニットＳ
Ｆ１０６およびＳＦ１１０の間隙であり、表示画面６０の２長辺の他方の外側となる領域
には、スピーカユニットＳＦ１０６側から順に、スピーカユニットＳＦ１０７、ＳＦ１０
８、およびＳＦ１０９が配され、さらに、隣り合う２つのフルレンジスピーカユニットの
間に１つの低音スピーカユニットが配される。
【００６９】
　以上により、表示画面６０の上側には、左から順に、スピーカユニットＳＦ１０１（コ
ーナ）、ＳＬ１０１、ＳＦ１０２、ＳＬ１０２、ＳＦ１０３、ＳＬ１０３、ＳＦ１０４、
ＳＬ１０４、Ｓ１０Ｆ５（コーナ）が配され、表示画面６０の下側には、左から順に、Ｓ
Ｆ１０６（コーナ）、ＳＬ１０５、ＳＦ１０７、ＳＬ１０６、ＳＦ１０８、ＳＬ１０７、
ＳＦ１０９、ＳＬ１０８、ＳＦ１１０（コーナ）が配される。
【００７０】
　図５に戻って、入力部４１は、外部装置７０から有線または無線により入力信号を受け
付け、信号処理部４２に出力する。入力信号は、図１０・図１１に示す、２２．２ｃｈフ
ォーマット（２４チャンネル）のデジタル信号である。
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【００７１】
　信号処理部４２は、入力部４１で受け付けた入力信号（２２．２ｃｈフォーマットのデ
ジタル信号）を処理し、増幅部４３に出力する。具体的には、音量調整部５１が入力信号
をレベル調整し、前方に位置する音源に対応する１１チャンネル（図１０に示される、Ｔ
ｐＦＬ，ＴｐＦＣ，ＴｐＦＲ，ＦＬ，ＦＬｃ，ＦＣ，ＦＲｃ，ＦＲ，ＢｔＦＬ，ＢｔＦＣ
，ＢｔＦＲ）の前方信号および低音効果に対応する２チャンネル（ＬＦＥ－１，ＬＦＥ－
２）の低音信号と、周囲に位置する音源に対応する１１チャンネル（ＢＬ，ＢＲ，ＢＣ，
ＳｉＬ，ＳｉＲ，ＴｐＣ，ＴｐＢＬ，ＴｐＢＲ，ＴｐＳｉＬ，ＴｐＳｉＲ，ＴｐＢＣ）の
周囲信号とに分離し、１１チャンネルの前方信号をミックス部５３に出力し、１１チャン
ネルの周囲信号をバーチャルサラウンド処理部５２に出力する。
【００７２】
　バーチャルサラウンド処理部５２は、１１チャンネルの周囲信号に対して、特定の受聴
位置に対して実在しないスピーカユニットから発せられているように知覚させるバーチャ
ルサラウンド処理を施し、ミックス部５３に出力する。
【００７３】
　ミックス部５３は、１１チャンネルの前方信号および２チャンネルの低音信号を、スピ
ーカユニット配列に応じてミックスし（後述）、さらにバーチャルサラウンド処理が施さ
れた１１チャンネルの周囲信号を加算することで、スピーカユニット配列（図２のフルレ
ンジスピーカユニットＳＦ１～ＳＦ１０）に応じた１０チャンネル（Ｆ１０１～Ｆ１１０
）の出力信号とし、これを増幅部４３に出力する。
【００７４】
　実施形態２では、図６等に示す、スピーカ部４５のスピーカユニット配置（ＳＦ１０１
～ＳＦ１）および駆動仕様に合わせ、信号処理部４２内のミックス部５３の係数を決定す
る。ミックス部５３の係数の一例を図９に示す。
【００７５】
　なお、図６のフルレンジスピーカユニットＳＦ１０１～ＳＦ１１０それぞれに対する出
力信号のチャンネル（出力チャンネル）をＦ１～Ｆ１０とし、入力信号は、図１０・１１
に示す２４個の音響チャンネルとする。
【００７６】
　図９に示すように、出力チャンネルＦ１０１では、音響チャンネルＦＬ、ＬＦＥ－１、
ＴｐＦＬを用い、出力チャンネルＦ１０２では、音響チャンネルＬＦＥ－１およびＦＬｃ
を用い、出力チャンネルＦ１０３では、音響チャンネルＦＣ、ＬＦＥ－１、ＬＦＥ－２、
およびＴｐＦＣを用い、出力チャンネルＦ１０４では、音響チャンネルＦＲｃ、およびＬ
ＦＥ－２を用い、出力チャンネルＦ１０５では、音響チャンネルＦＲ、ＬＦＥ－２、およ
びＴｐＦＲを用い、出力チャンネルＦ１０６では、音響チャンネルＦＬ、ＬＦＥ－１、お
よびＢｔＦＬを用い、出力チャンネルＦ１０７では、音響チャンネルＬＦＥ－１、および
ＦＬｃを用い、出力チャンネルＦ１０８では、音響チャンネルＦＣ、ＬＦＥ－１、ＬＦＥ
－２、およびＢｔＦＣを用い、出力チャンネルＦ１０９では、音響チャンネルＦＲｃ、お
よびＬＦＥ－２を用い、出力チャンネルＦ１１０では、音響チャンネルＦＲ、ＬＦＥ－２
、およびＢｔＦＲを用いる。
【００７７】
　増幅部４３は、信号処理部４２からの１０チャンネルの出力信号を、スピーカユニット
の駆動信号に増幅し、フィルタ部４４に出力する。
【００７８】
　フィルタ部４４は、増幅部４３からの１０チャンネルの駆動信号に、コイル、コンデン
サ、および抵抗を含むフィルタ（後述）によるフィルタ処理を施すことで１８チャンネル
の駆動信号を生成し、スピーカ部４５に出力する。
【００７９】
　スピーカ部４５では、フィルタ部４４からの１８チャンネルの駆動信号によって図６の
１８個のスピーカユニット（フルレンジスピーカユニットＳＦ１０１～ＳＦ１１０および



(13) JP 6563744 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

低音スピーカユニットＳＬ１０１～ＳＬ１０８）が駆動され、音声出力が行われる。
【００８０】
　制御部４８は、リモートコントローラ８０に対する受聴者の入力を、リモートコントロ
ーラ８０からの信号によって受け付け、入力部４１並びに信号処理部４２および増幅部４
３の少なくとも１つに制御信号を出力する。受聴者の指示とは、電源のＯＮ／ＯＦＦ、入
力切り替え、音量調整、音質切り替え、バーチャルサラウンド処理のＯＮ／ＯＦＦ等であ
る。
【００８１】
　スピーカ部４５は、図６のように構成されるが、フルレンジスピーカユニットＳＦ１０
１～ＳＦ１０５および低音スピーカユニットＳＬ１０１～ＳＬ１０４が設けられた筐体４
５ｘと、フルレンジスピーカユニットＳＦ１０６～ＳＦ１１０および低音スピーカユニッ
トＳＬ１０５～ＳＬ１０８が設けられた筐体４５ｙとは、分割されていてもよいし、図７
のように、表示画面６０を取り囲むように一体化されていてもよい。低音スピーカユニッ
トは隣り合う２つのフルレンジスピーカユニットの中間に配置されているとよいが、フル
レンジスピーカユニットから等距離の位置に２個の低音スピーカユニットが配置されてい
ればよく、必ずしも中間位置でなくても良い。
【００８２】
　スピーカ部４５では、図６・図７に示すように、フルレンジスピーカユニットＳＦ１～
ＳＦ１０を表示画面６０の上下に配置している。すなわち、図１０の前方１１個のチャン
ネルについて、６個のチャンネル（ＴｐＦＬ，ＴｐＦＣ，ＴｐＦＲ，ＢｔＦＬ，ＢｔＦＣ
，ＢｔＦＲ）は、それぞれ対応する位置の実スピーカユニット（ＳＦ１０１，ＳＦ１０３
，ＳＦ１０５，ＳＦ１０６，ＳＦ１０８，ＳＦ１１０）から再生し、実スピーカユニット
が対応付けられない５個のチャンネル（ＦＬ，ＦＬｃ，ＦＣ，ＦＲｃ，ＦＲ）については
、それぞれ上下の位置にある実スピーカユニット（例えば、ＦＬについてはスピーカユニ
ットＳＦ１０１およびＳＦ１０６）から同じ音圧で再生することにより、上下の実スピー
カユニットから等距離の位置で聞くと上下のスピーカユニットを結ぶ直線の中点から音が
しているように感じさせることができ、ＦＬ，ＦＬｃ，ＦＣ，ＦＲｃ，ＦＲに関しても画
面上の対応位置から音が出ているように感じられる。
【００８３】
　なお、図６の配置では、４隅のフルレンジスピーカユニットの低音部分を補う低音スピ
ーカユニットが１つずつになってしまうので、あらかじめ対応する出力チャンネルの低音
を補っておくとよい。具体的には、信号処理部４２内にイコライザを新たに設け、当該出
力チャンネルの低音を増量することで低音の音圧不足を防ぐことができる。
【００８４】
　図８は、実施形態２における、増幅部、フィルタ部、およびスピーカ部の構成例を示す
模式図である。図８に示すように、実施形態２では、チャンネルＦｉ（ｉ＝１０１，１０
３，１０６，１０８）の入力端子をアンプＢｉの入力端子に接続し、アンプＢｉの出力端
子を、コンデンサＣｉを介してスピーカユニットＳＦｉのプラス入力端子に接続するとも
に、コイルＬｉを介してスピーカユニットＳＬｉのプラス入力端子に接続する。また、チ
ャンネルＦ（ｉ＋１）の入力端子をインバータＩＶを介してアンプＢ（ｉ＋１）の入力端
子に接続し、アンプＢ（ｉ＋１）の出力端子を、コンデンサＣ（ｉ＋１）を介してスピー
カユニットＳＦ（ｉ＋１）のマイナス入力端子に接続するともに、スピーカユニットＳＬ
ｉのマイナス入力端子に接続する。なお、各アンプはＧＮＤ基準で動作させ、スピーカユ
ニットＳＦｉのマイナス入力端子およびスピーカユニットＳＦ（ｉ＋１）のプラス入力端
子をＧＮＤに接続する。インバータＩＶは、インバータの接続されたアンプの出力が、イ
ンバータを接続しない場合の出力と比較して、位相がＧＮＤ基準で逆相になるように動作
する。
【００８５】
　また、チャンネルＦｊ（ｊ＝１０２，１０４，１０７，１０９）の入力端子をインバー
タＩＶを介してアンプＢｊの入力端子に接続し、アンプＢｊの出力端子を、コンデンサＣ
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ｊを介してスピーカユニットＳＦｊのマイナス入力端子に接続するともに、コイルＬｊを
介してスピーカユニットＳＬｊのマイナス入力端子に接続する。また、チャンネルＦ（ｊ
＋１）の入力端子をアンプＢ（ｊ＋１）の入力端子に接続し、アンプＢ（ｊ＋１）の出力
端子を、コンデンサＣ（ｊ＋１）を介してスピーカユニットＳＦ（ｊ＋１）のプラス入力
端子に接続するともに、スピーカユニットＳＬｊのプラス入力端子に接続する。なお、各
アンプはＧＮＤ基準で動作させ、スピーカユニットＳＦｊのプラス入力端子およびスピー
カユニットＳＦ（ｊ＋１）のマイナス入力端子をＧＮＤに接続する。
【００８６】
　こうすれば、低音スピーカユニットを、隣り合うフルレンジスピーカユニットそれぞれ
の加算信号で駆動することができる。
【００８７】
　フィルタ部４４は、受動素子のみで構成されたフィルタであり、一般的にスピーカユニ
ットネットワークとも呼ばれる。図８では１次フィルタで構成されているが、何次のフィ
ルタを構成しても良い。フルレンジスピーカユニットを接続するハイパスフィルタ部分の
み２次としてもよい。この場合、低音信号によるフルレンジスピーカユニットの振幅増加
を効果的に抑えられる。なお、図８中に抵抗を図示していないが、スピーカユニットの能
率調整に抵抗を用いることができるのは言うまでもない。スピーカユニットの入力電圧に
対する出力音圧をを調整する目的でスピーカユニットのインピーダンスを調整することも
有効である。
【００８８】
　音響装置４０によれば、信号処理部４２から増幅部４３までの処理チャンネルを削減し
たうえでフルレンジスピーカユニットの振幅を抑圧し、歪の小さな音響装置を実現するこ
とができる。
【００８９】
　〔実施形態３〕
　実施形態２で示したスピーカ部４５（図６・図７参照）を、実施形態１で示した信号処
理部２２および増幅部２３を用いて駆動することもできる。その場合、４隅のフルレンジ
スピーカユニットに対する低音スピーカユニットが１つである問題に対しては、ミックス
部３３の混合比を変えることにより解決することができる。
【００９０】
　また、実施形態１で示したスピーカ部２５を、実施形態２で示した増幅部４３およびフ
ィルタ部４４を用いて駆動することもできる。その場合、実施形態２で示したような４隅
のフルレンジスピーカユニットに対する低音スピーカユニットが１つであるという問題が
生じない。
【００９１】
　〔まとめ〕
　以上のように、本発明の態様１に係る音響装置は、表示画面の外側に並ぶ３以上のメイ
ンスピーカユニット（フルレンジスピーカユニットＳＦ１～ＳＦ３等）を備え、複数チャ
ンネルの入力信号を再生する音響装置（２０・４０）であって、２以上のサブスピーカユ
ニット（低音スピーカユニットＳＬ１～ＳＬ２等）を備え、各サブスピーカユニットは、
隣り合う２つのメインスピーカユニットの間隙に配され、各サブスピーカユニットでは、
隣り合う２つのメインスピーカユニットそれぞれに対応する出力信号の閾値未満の周波数
成分から得られる信号が再生される構成である。
【００９２】
　前記構成によれば、隣り合う２つのメインスピーカユニットの間隙に、これら２つのメ
インスピーカユニットそれぞれに対応する出力信号の閾値未満の周波数成分から得られる
信号を再生するサブスピーカユニットが設けられているため、メインスピーカユニットに
小型軽量のスピーカユニットを用いても必要な音圧・再生帯域を確保し、かつ音像を意図
した位置に定位させることができる。
【００９３】
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　本発明の態様２に係る音響装置は、前記態様１において、前記２つのメインスピーカユ
ニットそれぞれにおいては、対応する出力信号から前記閾値あるいは別の閾値未満の周波
数成分を減衰させて得られる信号が再生される構成である。
【００９４】
　前記構成によれば、メインスピーカユニットのストロークを抑え、歪を低減することが
できる。
【００９５】
　本発明の態様３に係る音響装置は、前記態様１において、前記複数チャンネルの入力信
号に、所定周波数未満の低周波信号（ＬＦＥ－１等）が含まれ、前記低周波信号が、少な
くとも１つのサブスピーカユニットで再生される構成である。
【００９６】
　前記構成によれば、低周波入力信号を適正に再生し、低音領域を充実させることができ
る。
【００９７】
　本発明の態様４に係る音響装置は、前記態様１において、前記２つのメインスピーカユ
ニットそれぞれに対応する出力信号は、受聴者の前方音源に対応するチャンネル（ＦＬ等
）の入力信号を用いて生成されている構成である。
【００９８】
　受聴者の前方の音源についてのチャンネルが３以上ある場合には、態様１に係る音響装
置が好適である。
【００９９】
　本発明の態様５に係る音響装置は、前記態様１において、前記２つのメインスピーカユ
ニットそれぞれに対応する出力信号は、受聴者の非前方音源（ＢＬ等）に対応するチャン
ネルの入力信号に所定の処理を施した信号をさらに用いて生成されている構成である。
【０１００】
　前記構成によれば、メインスピーカでの歪みが抑えられるため、バーチャルサラウンド
を適正に実現することができる。
【０１０１】
　本発明の態様６に係る音響装置は、前記態様５において、前記所定の信号処理が頭部伝
達関数に基づいている構成である。
【０１０２】
　前記構成によれば、バーチャルサラウンドをより適正に実現することができる。
【０１０３】
　本発明の態様７に係る音響装置は、前記態様１において、前記複数チャンネルは、三次
元マルチチャンネル音響方式（２２．２ｃｈ）に則ったものである構成である。
【０１０４】
　受聴者の前方の音源についてのチャンネルが３以上ある三次元マルチチャンネル音響方
式については、態様１に係る音響装置が好適である。
【０１０５】
　本発明は上記の実施の形態に限定されるものではなく、上記実施の形態を技術常識に基
づいて適宜変更したものやそれらを組み合わせて得られるものも本発明の実施の形態に含
まれる。
【符号の説明】
【０１０６】
　２０　音響装置
　２１・４１　入力部
　２２　信号処理部
　２３・４３　増幅部
　２５・４５　スピーカ部
　３１・５１　音量調整部



(16) JP 6563744 B2 2019.8.21

　３２・５２　バーチャルサラウンド処理部
　３３・５３　ミックス部
　３４・４４　フィルタ部
　ＳＦ１～ＳＦ１２　フルレンジスピーカユニット
　ＳＦ１０１～ＳＦ１１０　フルレンジスピーカユニット
　ＳＬ１～ＳＬ１２　低音スピーカユニット
　ＳＬ１０１～ＳＬ１０８　低音スピーカユニット

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(18) JP 6563744 B2 2019.8.21

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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